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ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

の
呼
び
か
け
を
実
施
し
て
い
る
。

又
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
委
員
と

し
て
、
和
水
町
地
域
婦
人
会
長
、

和
水
町
河
川
水
援
隊
の
代
表
が
県

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。今
後
、各
々

の
団
体
に
、
温
暖
化
防
止
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
啓
発
活
動
を
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

　

現
在
の
管
理
運
用
は
4
月

よ
り
長
洲
新
工
場
で
運
用
開
始
順

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
清
掃
セ
ン
タ
ー
業
務
は
従

来
ど
お
り
広
域
事
務
組
合
に
継
承

し
て
い
ま
す
。

　

最
終
処
分
場
は
、
環
境
法
の
規

制
に
よ
り
引
き
続
き
水
管
理
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

定
期
的
に
井
戸
水
、
河
川
水
等

観
測
点
よ
り
水
を
採
取
毎
年
数
回

検
査
を
実
施
し
て
お
り
今
後
も
引

き
続
き
同
様
対
応
を
し
て
、
検
査

結
果
は
地
元
に
報
告
開
示
し
ま
す
。

　

施
設
の
跡
地
利
用
は
、
国
・
県

に
対
し
解
体
申
請
手
続
事
務
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
等
の
検
査
に
1
年
以

上
の
期
間
を
要
す
る
見
込
み
で
す
。

　

又
解
体
に
は
億
単
位
の
資
金
を

要
し
ま
す
。
旧
三
町
で
協
議
し
解

体
基
金
造
成
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

尚
、
水
処
理
管
理
に
は
、
町
長

と
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
不
安

を
与
え
る
事
の
な
い
よ
う
責
務
を

果
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

―

―

―

―

―

　

主
要
道
路
改
修
計
画
は
玉

名
―
立
花
線
は
18
年
度
に
於
い
て
、

津
田
・
上
十
町
の
二
箇
所
で
実
施

予
定
、
菊
水
―
和
仁
線
は
西
吉
地

で
実
施
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

内
藤
橋
架
け
替
え
は
、
大
藤
地

区
の
築
堤
工
事
の
関
係
で
大
牟
田

植
木
・
玉
名
立
花
線
の
改
良
に
伴

い
国
交
省
、
県
と
協
議
が
な
さ
れ

る
な
か
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ

り
ま
す
が
、
指
摘
の
点
に
つ
い
て

は
当
局
に
足
を
運
ん
で
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

公
約
で
あ
る
合
併
道
路
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
は
、
現
場
に
足
を

運
ん
で
の
具
体
的
質
問
、
江
栗
集

落
内
の
状
況
も
理
解
し
て
お
り
、

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
折
毎
年
国
交

省
に
要
望
し
て
お
り
ま
す
。
早
期

に
旧
二
町
間
の
心
の
架
け
橋
と
な

る
様
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
17
年
新
た
な
農
業
、

農
村
基
本
法
が
制
定
、
来
年
度
か

ら
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が

実
施
さ
れ
る
が
、
本
町
農
業
に

と
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
基
準

に
あ
り
ま
す
が
新
た
な
農
業
の
自

立
推
進
に
当
っ
て
は
、
担
い
手
育

成
支
援
協
議
会
を
設
立
し
確
た
る

農
業
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ま
た
農
地
、
水
、
環
境
保
全
事

業
は
資
源
を
大
事
に
す
る
、
環
境

を
守
る
農
業
政
策
の
み
で
な
く
、

主
要
道
路
の
改
修
計
画

等
に
つ
い
て

髙巣 泰廣議員

第
二
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
今
後
の
対
応
に

つ
い
て

農
業
振
興
方
策
の

取
組
み
に
つ
い
て

問

答

問答

問

答

内藤橋

答
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三
加
和
地
区
で
実
施
の
「
里
づ
く

り
」
等
含
め
て
総
合
的
な
観
点
で

捉
え
て
推
進
可
能
と
受
け
と
め
て

お
り
、
本
事
業
を
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

行
政
が
指
導
す
べ
き
道
筋

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
町
民

が
主
体
と
な
っ
て
実
践
す
べ
き
事

柄
を
明
確
に
し
、
町
民
と
行
政
が

と
も
に
協
働
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
た
め

に
は
、
行
政
座
談
会
等
を
通
じ
て
、

政
策
面
で
の
情
報
を
公
開
し
、
町

民
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ

う
対
話
を
重
視
し
な
が
ら
、
地
域

住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
き
た
い
。

　

本
年
度
を
準
備
期
間
と
し

て
、
来
年
策
定
す
る
。
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
新
町
建
設
計
画
の
精

神
を
十
分
反
映
さ
せ
た
計
画
と
し

た
い
。

　

和
水
町
の
均
衡
あ
る
発
展

の
た
め
、
最
優
先
課
題
と
し
て
努

力
す
る
。

　

今
の
時
点
で
は
、
あ
く
ま

で
も
予
定
で
あ
り
、
ま
だ
何
も
わ

か
っ
て
い
な
い
。

　

重
要
箇
所
の
変
更
は
終
っ

て
い
る
が
、
中
に
は
そ
の
ま
ま
の

所
も
あ
る
の
で
、
今
年
度
中
に
修

正
し
た
い
。

　

学
び
あ
い
、
支
え
あ
い
、

自
ら
を
高
め
、
住
み
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
目
標
に
掲
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
発
達
段
階
、
成
長
過
程
に
お

い
て
み
ん
な
が
満
足
す
る
よ
う
な

学
習
機
会
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、

行
政
は
、
そ
れ
を
支
援
し
て
い
く

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

一
つ
は
、
一
体
性
を
高
め

る
た
め
に
、
今
年
度
か
ら
一
緒
に

な
っ
て
行
事
に
取
り
組
む
。
も
う

一
つ
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
気
運

を
高
め
な
が
ら
、
数
年
後
に
は
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
。
そ
れ
か

ら
別
々
に
取
り
組
む
こ
と
も
考
え

て
い
る
。
調
整
が
困
難
な
事
業
も

あ
る
が
、
綿
密
な
連
携
の
も
と
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。

　

旧
三
加
和
に
お
い
て
、

『
だ
っ
で
ん
ク
ラ
ブ
』
と
い
う
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
、

現
在
盛
ん
に
活
動
し
て
い
る
。
本

年
度
か
ら
町
補
助
金
打
ち
切
り
と

い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
が
、
合

併
を
機
に
、
旧
菊
水
で
も
組
織
を

立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
『
だ
っ
で
ん
ク
ラ
ブ
』を
支

援
し
て
い
く
こ
と
は
、
町
の
基
本

姿
勢
で
あ
り
、
当
面
は
町
体
育
協

会
の
中
で
、
体
育
振
興
策
の
一
環

と
し
て
、
支
援
を
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

和
水
町
誕
生
に
あ
た
り
希

望
像
と
し
て
夢
あ
ふ
れ
人
と
地
域

が
輝
く
町
を
掲
げ
、
対
話
を
中
心

に
行
政
懇
談
を
開
き
、
10
ヶ
年
の

基
本
構
想
、
5
ヶ
年
の
基
本
計
画

を
作
成
す
る
。

笹渕 賢吾議員

新
和
水
町
政
は

公
平
公
正
に
！

道
路
網
の
整
備
に

つ
い
て

小山　暁議員

町
長
の
所
信
表
明
に

つ
い
て

生
涯
学
習
、生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
に
つ
い
て

問答

「だっでんクラブ」活動
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